
 

東南アジアのマグロ関連産業－資源の持続と環境保護 

 

〔概要〕 

フィリピン、インドネシアで漁獲されたマグロは、日本へ輸出されるほか、缶詰用として自国で加

工、原料としてタイへ輸出される。そうした輸出志向型の漁業・水産加工業には資源の持続可能

性を担保する仕組みがない。持続可能な漁業のためには日本市場での責任ある消費が必要であ

る。2005 年広島大学へ提出した学位請求論文に加筆修正し、単行本としての体裁を整えるととも

に IUU,FOC の起源といわれる台湾のマグロ漁業について加筆した。 

 


